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❸
本
人
確
認
書
類
…
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど

❹
予
約
完
了
の
お
知
ら
せ
…
予

約
完
了
後
、
市
よ
り
送
付
し

ま
す
。

❺
そ
の
他
…
お
薬
手
帳
（
お
持

ち
の
人
）

◆
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
個
別
接
種
の
接
種
日
や
予
約

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
医

療
機
関
へ
直
接
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
個
別
医
療
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
に
つ
い
て

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
は
集
団
接

種
、
個
別
接
種
い
ず
れ
に
も
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
43
・
５
６
７
１

問
南
あ
わ
じ
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
43
・
２
２
０
０

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
（
昭
和
32
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
5
月
26
日
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。

◆
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
集
団
接
種
は
予
約
が
必
要
で

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
で
予

約
が
ま
だ
の
人
は
、
予
約
専
用

ダ
イ
ヤ
ルへ
電
話
を
す
る
か
、
予

約
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
が
開
設
す
る
４
会
場
（
保

健
セ
ン
タ
ー
、
湊
地
区
公
民
館
、

中
央
公
民
館
、
福
良
地
区
公
民

館
）
で
の
集
団
接
種
は
、
医
師

会
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
接

種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
や
む
を

得
ず
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

場
合
は
、
お
早
め
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
持
参
い
た
だ
く
も
の

　
接
種
当
日
は
❶
～
❺
を
忘
れ

ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

❶
接
種
券
…
台
紙
か
ら
切
り
離

さ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

❷
予
診
票
…
記
入
の
う
え
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
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65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
小
磯
さ
ん
は
、
中
学
を
卒
業
後

に
漁
師
に
な
り
、
冬
場
は
強
風
で

船
が
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
丸
山
地

区
で
、
収
入
の
安
定
化
を
図
っ
て
ワ

カ
メ
の
養
殖
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
か
ら
令
和
に
わ
た
り

天
皇
陛
下
に
献
上
さ
れ
た
タ
イ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
こ い そ

磯　富
と み お

男 さん（阿那賀）

黄綬褒章春の褒章

　
蟬
塚
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
以
降

国
勢
調
査
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、

工
業
統
計
調
査
な
ど
の
各
種
統

計
調
査
に
計
80
回
に
わ
た
り
従
事

し
、
常
に
精
度
の
高
い
調
査
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
は
、
他
の
調
査
員
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蟬
せみづか

塚　絹
き ぬ よ

代 さん（福良）

瑞宝単光章春の叙勲

　
山
形
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
に
倭

文
中
学
校
教
諭
に
着
任
。五
色
中
、

三
原
志
知
小
、
市
小
で
校
長
を
歴

任
し
、
退
職
ま
で
の
38
年
間
、
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
美
術
と
国
語
を
担
当

し
、
生
徒
指
導
に
も
情
熱
を
も
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

山
やまがた

形　尚
なおゆき

之 さん（市）

元公立小学校長元各種統計調査員養殖業

瑞宝双光章春の叙勲

春の叙勲と褒章
令和3年春の叙勲・褒章が４月29日付で発令され、南あわじ市内からは３人が受章されました。

南あわじ市長 守本 憲弘

市民の皆さまへ～ワクチン接種予約への
落ち着いた行動に感謝～

　5 月7 日、緊急事態宣言の 5 月末までの延長が発表されま
した。兵庫県では、ピーク時に 600 人前後であった 1 日あた
りの新規感染者数が、最近は 300 人前後と減少傾向にある
とはいえ、いまだ高い水準です。淡路島では、宣言直前は新
規感染者数が 10 人を超える日もあり、人口比率で阪神都市
部に迫る水準に達しましたが、宣言後は 0 人の日もみられるな
ど、大幅に減少しました。市民の皆さまや事業者の皆さまの
感染防止への意識の高さとその実行力に改めて感謝と敬意を
表します。一方、そうした中、5 月後半に市職員の感染者を出し、
ご心配をおかけしたことについては、大変申し訳なく思っており
ます。
　さて、新型コロナワクチンの接種については、混雑を避ける
ため、年齢層別の 5 段階に分けてご案内しました。大きな混
乱もなく、予約受付をさせていただくことができたのは、皆さま
のご理解と落ち着いた行動の賜物です。心から感謝申しあげ
ます。5 月26 日から集団接種も始まり、個別接種についても
順次 5 病院、3 診療所で始まっています。なお、集団接種会
場にお越しいただく際には、接種券や予診票、本人確認書類、

予約完了後に市から送付させていただいている「予約完了の
お知らせ」、お薬手帳（お持ちの方）などをご持参ください。また、
ワクチン接種にあたっては、南あわじ市医師会の皆さまの絶大
なるご協力をいただいております。この場を借りまして厚くお礼
申しあげます。
　コロナ禍で長引く行動制限の中、高齢者の方 を々中心に、ス
トレスの蓄積や運動不足も心配されます。市では、緊急事態
宣言後、利用を制限していた市の施設について、5 月12 日か
ら一部の制限を残し、利用を再開しています。市民の皆さまに
は十分な感染予防対策の上、積極的に施設をご利用ください。
　さて、今年の近畿地方は、統計開始以来、最も早い梅雨入
りとなりました。「自らの命は自らが守る」意識をより高め、大雨
などの自然災害にも油断なく備えていく必要があります。特に、
ご注意願いたいのは、国が定めている、5 段階からなる警戒
レベルと避難情報の関係が修正されていることです。本年の 5
月20日から警戒レベル第 4 段階では、「避難勧告」が廃止され、

「避難指示」のみとなりました。これによって、警戒レベル第 4
段階が発令された場合、危険な場所から全員避難いただくこと
になります。（広報 24 頁をご参照ください）
　昨年から続く先の見えないコロナ禍と大雨や地震・津波など
の災害リスク。油断できない環境の中ですが、市民一人ひとり
が対応策を理解し、協力し合う中で、日々の生活に安心と楽し
みを両立させていく、そんな南あわじ市であってほしいと願って
やみません。

感染症対策にご協力をお願いします
・3 密を避ける　　 ・マスクの着用
・手指の消毒　　　・不要不急の外出を避ける
・室内や移動の車内などでは換気を十分に行う

「吉備国際大から世界へ」
守本市長の講義がありました
　4 月 20 日、 1 年生の必須科目「吉備国際大から世界
へ」に守本市長をお招きし、登壇していただきました。
　講義では、「南あわじ市の魅力」「地域の課題」など
南あわじ市での取り組みだけでなく、ジビエ活動やアフ
タースクール事業など、さまざまな取り組みについて話が
あり、その活動に積極的に参加し、自身の社会人として

の基礎力の養成に努めてほしいと助言がありました。また、
「仕事とは何か」「成長とは何か」を学生本人に考えさせ、
将来像を意識するきっかけを作っていただきました。
　講義の最後には、守本市長から「与えられた環境を
十二分に活用し、謙虚な気持ちを持って大学生活を味わ
い、楽しんでほしい」と学生らにエールを送っていただき
ました。
問同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700

（写真）講義の様子


